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『知力』 〜 『良書を読み、有益な話を聞き、自分以上の人と交わる』 〜 

 

2024年6月１日 新渡戸稲造記念センターに寄って、早稲田大学エクステンションセンター中野校での『ジャ

ンル 人間の探求』：【がんと生きる哲学 医師との対話を通して「がん」と生きる方法を考える】(10:40

〜12:10)に赴いた。 テキストは『新渡戸稲造 壁を破る言葉』(三笠書房2023年10月15日発行）を使用した。  

 

今回は【2章15節『「飯の食いだめ」も「心配のしだめ」も役に立たない」』 & 16節『くよくよして、今日

を浪費するな』& 17節『いつもニコニコしている人は偉大である』】の箇所を受講者に音読して頂き、質問

を受けながら進めた。  

 

新渡戸稲造(1862-1933)の『知力』＝『良書を読み、有益な話を聞き、自分以上の人と交わり、ときには瞑

想して心に得たことを、心の蔵の中に深く入れるようにしたい』(83ページ)が、大いに話題となった。 大

変有意義な充実した学びの場であった。 

 

その後、受講者の方と中野駅―＞四ツ谷駅―＞新井宿駅に向かった。『2024年度 がん哲学外来 鳩ヶ谷メデ

イカルカフェ』３周年記念特別講演会(鳩ヶ谷福音自由教会に於いて)に赴いた(添付)。 講演後は壇上で峰

岸大介氏によるインタビュー形式の多数の質問と会場からの質問を頂いた。 その後、筆者は別室で、個人

面談の時が与えれた。 スタッフの皆様の『心温まる おもてなし』には、ただただ感謝である。 

 

また筆者は、【がん病理学者が読む聖書『ヨブ記』 〜 なぜ、こんな目に あわなければ ならないのか 〜】

(2023年10月15日 いのちのことば社 発行）(添付）のサイン(5冊)を依頼された。 大いに感動した。 涙無

くして語れない！  

 

さらに、この度、『3周年記念記念誌』制作が決定された。 皆様の【『真摯な姿』と『速効性と英断』】に

は、ただただ感服した。 大変貴重な『新井宿の旅』となった。 

  



 

 


